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　宇都宮大学では、一般的に大学生女子に貧血者が多くみられることから、平成 2 年度より 1 年生女
子を対象として血算検査を開始した。また、20 代、30 代男性の肥満者が著しい増加を示したことか
ら、平成 10 年度より 1 年生男子を対象として肝機能検査（GOT、GPT）および血中脂質検査（総コ
レステロール）を開始した。平成 12 年度は検査を施行しなかったが、平成 13 年度からは、対象学年
を 2 年生に変更し、女子を対象とした血算検査、男子を対象とした肝機能検査および血中脂質検査を




　平成 19 年 4 月に行われた学生定期健康診断時に、2 年生女子を対象として血算検査（WBC、RBC、
Hb、Ht、MCV、MCH、MCHC、Plt）を、2 年生男子を対象として肝機能検査（GOT、GPT）およ
び血中脂質検査（総コレステロール、HDL- コレステロール）を施行した。正常値は Hb 11.5-16.0 g/




　平成 19 年度女子受検者総数は 322 名であった。Hb?11.5 g/dl 未満の貧血者は 20 名（6.2 %）であった。
それらのうち Hb?10.0 g/dl 未満の高度の貧血者は 5 名（1.6 %）、最小値は 7.9 g/dl であった。Hb?16.0 
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g/dl 以上の者はいなかった。平成 8 年度以後の女子受検者総数および貧血者数（頻度 %）を表 1 に示
した。貧血者の頻度は平成 9 年度では 0.2 % と著明に低かったが、その他の年度では 2.3-9.0 % を推
移していた。
　平成19年度男子受検者総数は414名であった。GOT?35 IU/L以上の者は14名（3.4 %）、最大値92 IU/L、
GPT?35 IU/L 以上の者は 29 名（7.0 %）、最大値 206 IU/L、総コレステロール 200 mg/dl 以上の者は 72
名（17.4 %）、最大値 322 mg/dl であった。総コレステロール 140 mg/dl 未満の者は 38 名（9.2 %）、最
小値 106 mg/dl であった。平成 10 年度以後の男子受検者総数および肝機能異常者数（頻度 %）、高コ
レステロール血症者数（頻度 %）を表 2 に示した。GOT?35 IU/L 以上の者は平成 18 年度では 0.5 %
と低かったが、その他の年度では 1.6-5.5 % を推移していた。GPT?35 IU/L 以上の者は 4.0-9.6 % を推
移していた。総コレステロール 200 mg/dl 以上の者は平成 10 年度 3.9 %、平成 11 年度 4.7 % と低かっ
たが、平成 13 年度以降は増加し、平成 18 年度では 20.4 % とおよそ 5 人に 1 人が高コレステロール
血症であった。
　平成 19 年度の血液検査異常者に対する事後指導に関する結果を表 3 に示した。呼び出しは掲示に
より行った。貧血検査異常者に対する事後指導に関しては、Hb?11.0 g/dl 以上 11.5 g/dl 未満の学生 5
名に対してはパンフレット配布による情報提供を行った。Hb?11.0 g/dl 未満の学生 15 名に対しては呼
び出しを行った。呼び出しに応じて面接に来所した学生は 11 名、すべての学生に対して医療機関へ
の紹介を行ったが、実際に医療機関を受診した学生は 8 名であった。診断は 8 名すべての学生で「鉄
欠乏性貧血」であった。それらの学生のうち、初診のみで治療が中断した学生は 4 名であった。紹介
先の医療機関から治癒したとの最終報告があった学生は 1 名であった。肝機能検査異常者に対する事
後指導に関しては、GOT あるいは GPT のいずれかあるいは両方とも 40 IU/L 以上の学生 23 名（GOT
のみ 40 IU/L 以上 2 名、GPT のみ 40 IU/L 以上 14 名、GOT、GPT 両方とも 40 IU/L 以上 7 名）に対し
て呼び出しを行った。呼び出しに応じて面接に来所した学生は 12 名、それらの学生のうち軽度肝機




た。その他の 11 名の学生に対しては精査が必要と判断したが、1 名の学生は経済的な事情から医療
機関への紹介を拒否した。BMI?38.3 と高度肥満を認めた学生だったため、脂肪肝の疑いがあると考え、
食事・運動に関する指導をして、来年度の再検査を指示した。最終的には学生 10 名に対して医療機
関への紹介を行ったが、実際に医療機関を受診した学生は 3 名であった。診断は 2 名の学生で「高度
脂肪肝」、1 名の学生（GOT45 IU/L）は医療機関受診時には肝機能は正常化していた。GOT、GPT 両
方とも 40 IU/L 以上であった 7 名のうち、呼び出しに応じた学生は 4 名であり、うち 1 名は医療機関
への紹介を拒否した学生で、もう 1 名は医療機関へ紹介したが未受診であった。最終的に医療機関を
受診した 2名とも高度脂肪肝の診断であった。高コレステロール血症者に対する事後指導に関しては、
総コレスレロール 200 mg/dl 以上、235 mg/dl 未満の学生 57 名に対してはパンフレット配布による情
報提供を行った。総コレステロール 235 mg/dl 以上の学生 15 名に対して呼び出しを行った。呼び出
しに応じて面接に来所した学生は 5 名であった。うち 2 名は肝機能異常者としての呼び出しも同時に
受けているケースであり、2 名とも医療機関を紹介したが、1 名は高度脂肪肝合併例、もう 1 名は未
受診であった。総コレステロール 235 mg/dl 以上の学生で、肝機能 GOT、GPT 両方とも 40 IU/L 未満




　学生の健康白書 2005 によると、平成 17 年度の女子の Hb の平均値 ± 標準偏差（g/dl）は、18 歳：
13.2±1.01、19 歳：13.2±1.04、20 歳：13.1±1.04 であり、Hb?11.5 g/dl 未満の貧血者の頻度（%）は、
18 歳：4.6、19 歳：5.1、20 歳：5.3 であった。おなじく平成 17 年度の男子の総コレステロールの平
均値 ± 標準偏差（mg/dl）は、18 歳：166±28、19 歳：170±29、20 歳：169±30 であり、200 mg/dl 以上
の高コレステロール血症者の頻度（%）は、18 歳：11.2、19 歳：14.8、20 歳：14.1 であった 1）。本学
の平成 17 年度の男子の高コレステロール血症者の頻度は 13.5 % であり、同書とほぼ同様の結果であ
った。一方、同書によれば、学生の健康白書 1995 に比し、女子では Hb 値の改善が認められると報
表３　血液検査異常者に対する事後指導結果
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告されている。本学の平成 17 年度の女子の貧血者の頻度は 6.4 % であり、本学では女子の貧血者の




加していることがわかった。身体計測結果の推移を確認したところ、18 歳、19 歳男子の BMI も平成
18 年度から増加していた。（データは過去の宇都宮大学保健管理センター年報を参照）。本学新入生
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